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1. はじめに 
近年，空中ディスプレイが注目されており，

その要素である空中像を形成する技術として

AIRR(Aerial Imaging by Retro-Reflection)[1]と呼

ばれる技術が存在する．この AIRR を用いた空

中像形成技術に偏光変調を用いれば空中像の

明るさとコントラストを向上できる可能性が

ある．偏光利用には高い偏光維持度を持つ再帰

反射材が必要となる．そこで，本研究では再帰

反射シートに対する偏光維持度を定義し，プリ

ズムタイプとビーズタイプの再帰反射シート

に対して，入射光の偏光に対する反射光の偏光

維持度の違いを明らかにする． 

 

2. 再帰反射シート 
実験には 2種類の再帰反射シートを使用した．

図 1に再帰シートの表面の観察結果を示す．プ

リズムタイプには Reflexite 社の J200，ビーズタ

イプには Ref-lite社の 8318 を用いた．プリズム

タイプは 3面のミラー，ビーズタイプは球レン

ズで構成されていることがわかる． 
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図 1. (a)プリズムタイプおよび(b)ビーズタイプ

の再帰反射シートの観察像． 

 

3. 実験方法 
実験で使用した光学系を図 2に示す．光源の

He-Neレーザーを直線偏光にし，ビームスプリ

ッターによって反射されたレーザーを再帰反

射し，透過したレーザーが平行ニコル，直交ニ

コルを通過した状態をパワーメータで計測す

る． 

再帰反射シートの偏光維持度 Prは 

𝑃𝑟 =
𝐼𝑝

𝐼𝑝 + 𝐼𝑜
 

と定義される．ここで，Ipは平行ニコル，Ioは

直交ニコルを通過した場合の計測値である．再

帰反射シートに上下あおり，左右回転を加えて

偏光維持度を計測する． 

 

 
図 2. 偏光維持度の測定光学系． 

 

4. 実験結果 
    あおり 0°,15°におけるプリズムタイプ，ビー

ズタイプそれぞれの偏光維持度の推移を図 3 に

示す． 

 ビーズタイプは入射角度に依存せずに，入射光

の偏光を反射光でも維持する結果が得られた．

一方，プリズムタイプの偏光維持度は上下左右

の入射角に応じて， 10％から 90％の範囲で大き

く変化しているのがわかる．  

 

 
図 3. 偏光維持度の入射角度依存性． 

 

5. おわりに 
再帰反射シートの偏光維持度の入射角度依存性

を調べた．比較実験の結果，ビーズタイプの再帰

反射シートの方が偏光維持に適していることがわ

かった． 
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